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初診・歯周基本治療からメインテナンスまでの 
モチベーション維持を考える

東京都開業
若林　健史

　近年，歯周病と全身疾患の関係が明らかになるに連れて，歯周病の治療を主訴として来院する患者さんが
増えています。我々にとっては大変喜ばしいことですが，歯周治療を行うためには初診から治療中さらには，
治療終了後のメインテナンスにいたるまで，スタッフ全員の連携によるチームアプローチが重要になり，医
院全体のレベルアップが必要となります。
　受付は患者さんが初めて出会う医院の顔なので，初診時の対応一つで医院のイメージが作られます。歯科
助手は治療中の患者さんに気配りをして，安心して治療が受けられるように務めなくてはなりません。また
歯科技工士は歯周治療によって得られた健康な歯周組織を，長期にわたり維持増進していけるような清掃性
の良い，メインテナンスし易い補綴物を作製しなければなりません。
　中でも歯科衛生士は歯周基本治療の中心を担い，その出来いかんによっては歯周治療の成功，不成功に直接
的に関わって来るとても重要な役割の一つです。どんなに素晴らしいスケーリング・ルートプレーニングの
技術を持っていても患者さん自身がおこなうブラッシングが的確におこなわれ，継続できなければ歯周治療は
不成功に終ってしまいます。そのため歯周治療にとって最も重要なことは，どのようにして患者さんのモチ
ベーションを高めるのかまた，高まったモチベーションをどのようにして長期的に維持するかだと思います。
　初診時の患者さんのモチベーションを高めるためにはしっかりとした歯周組織検査をおこない，得られた
資料を分析・診断しわかりやすくカウンセリングをおこなうことが重要です。歯周基本治療中には途中で挫
折し治療が中断しないようにすること，そしてメインテナンスに入ってからは毎日のホームケアを怠らず長
期間にわたりブラッシングを継続する気持ちを持ち続けてもらうようにすることです。
　今回は歯周治療を進める上で，患者さんのモチベーションアップのためのカウンセリングをどの時点でど
のような方法で行うのが効果的なのかまた，歯周基本治療中からメインテナンスに至るまでモチベーション
を維持させるためにはどうしたら良いのかを，当医院を例にとりご紹介しながら，楽しく明るい未来のある
歯科医院づくりについて考察してみたいと思います。

― 118 ―




